
平成２８年度第１回箕面市廃棄物減量等推進審議会 会議要録

１ 任命式

・任命書交付 奥山副市長

・奥山副市長挨拶

・自己紹介

２ 平成 28年度第 1回箕面市廃棄物減量等推進審議会開会
①会長選出、会長代理指名

・会長は大阪学院大学の三輪先生、会長代理は京都精華大学の田村先生に決定

３ 案件

開催日時 平成２８年７月２７日(水) 15：00～1６：30

開催場所 箕面市役所 2階 特別会議室

出席委員数 1１名

欠席委員数 ２名

傍聴者数 １名

副市長

事務局

委員

事務局

【案件１】箕面市一般廃棄物処理計画について（諮問）

会長へ諮問書の交付

事務局が趣旨説明

【案件２】箕面市廃棄物減量等推進審議会の概要について（資料１・２）

【案件３】箕面市一般廃棄物処理計画の概要について

（１）箕面市ごみ処理基本計画の概要について（資料３－１）

（２）箕面市生活排水処理基本計画の概要について（資料３－２）

【案件４】箕面市廃棄物行政の概要（抜粋）について（資料４）

・以上 3件について、一括して事務局説明

【主な質疑応答】

クリーンセンターの残灰処理における、ダイオキシンの測定及び対応については

どうか。

クリーンセンターのダイオキシン測定値は環境基準値内で問題はない。また、現

在の測定値についても問題はない。



委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

最終処分地に搬入する場合は、ダイオキシンの測定値が基準値以下でないと搬

入することができないのではないか。

フｴニﾂクスの埋立基準はクリアーしている。また、クリーンセンターの排出ガス基準

０．１ng-TEQ/㎥ｎもクリアーしている。

一般廃棄物の排出量の推移の中で、家庭系ごみは減少しているが事業系ごみは

増加している要因は。

人口増加とともに事業所も増加しているのでごみの排出量が増加している。しか

し、市では大型店舗と多量排出店舗に対し、ごみ減量計画書を毎年提出していただ

き必要に応じごみ減量手法を指導している。

不法投棄対応策における、関係機関との連携及びパトロールの強化について具

体的にはどうか。

関係機関との連携については大阪府、箕面警察、箕面市不法投棄連絡会の中

で、それぞれ状況を報告し対応を検討している。また、パトロールの強化について

は、山間部、ドライブウエイ等を関係機関等の協力を得ながら実施している。また、こ

こ２年間で防犯カメラを設置し、不法投棄防止のため強化している。

防犯カメラは何台ぐらい設置しているのか。

不法投棄場所付近へ２年前に６台設置し多方向から監視をしている。

一般廃棄物の排出量等の推移の中で平成２６年度のプラスチック容器包装が０に

なっているがどうしてか。

プラスチック容器包装は平成１１年度から２８自治会、約６５００世帯のご協力を得

てモデル収集を行ってきた。しかしながら、国の方針の見直しによりリサイクルの状況

が変化し、これまでは再商品化されていたが製鉄所のコークス（燃料）として使われ

始めた。こうした状況の中、市としてはモデル地区の皆様に燃やされるためにご負担

をかけられないと判断し、平成２６年３月末で終了したことにより平成２６年度は０にな

っている。

【案件５】ごみ処理施設基幹改良事業について（資料５）

・事務局説明

【主な質疑応答】
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共同処理とは具体的にどういうことか。

例えば伊丹空港の近くにある豊中市伊丹市クリーンランドのように、豊中市と伊丹

市が共同でごみ処理施設を建設し管理していることである。また、国の方針として

は、ごみの減量化やリサイクルの推進による、焼却量の抑制に伴い効率的なごみ処

理をするため、施設規模もより適正にできるとの考えである。

市によってごみの分別が方法が違うのではないか。

ごみの分別方法については今後の課題である。市によっては約２０分別してるとこ

ろや、黒いごみ袋で燃えるごみと燃えないごみの分別だけの市があり、市によってま

ちまちであるが、箕面市としては、できるだけ細かく分別して資源化していく方針であ

る。資源化が増加することにより収入が増えるため、少しでもごみ処理経費が軽減さ

れる。

確かにコスト意識も大事であるが、市民サービスが低下しないようによりよい方法で

検討してほしい。

他にご質問等は、あるか。

特にないようなので、今日の審議会は終了する。

次回の日程をお知らせ願いたい。

次回の開催予定は１１月を予定している。 内容等が整えば、ご案内する。

以上をもって、平成２8 年度第１回箕面市廃棄物減量等推進審議会を終了する。


